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World Accreditation Day 2022

Accreditation: Sustainability in Economic 
Growth and the Environment

The global accreditation organizations IAF and ILAC once again come 
together on 9 June to celebrate World Accreditation Day. The 2022 theme 
is Accreditation: Sustainability in Economic Growth and the Environment 

and aims to draw attention to how accreditation and conformity 
assessment provide global solutions for global issues.

共 同 声 明
Emanuele Riva (IAF議長)、Etty Feller (ILAC議長)

世界認定推進の日 2022

認定：サステナブルな経済成長と環境をめざして

認定機関のための国際組織である IAF と ILAC は、

6 月 9 日に協力して世界認定推進の日を祝福します。 

2022 年のテーマは「認定：サステナブルな経済成長と環境をめざして」であり、

このテーマは、認定と適合性評価が国際的な課題に対して

いかにしてグローバルな解決策を提供できるかに注目を集めることを目的としています。

共 同 声 明
Emanuele Riva (IAF議長)、Etty Feller (ILAC議長)

世界認定推進の日 2022

認定：サステナブルな経済成長と環境をめざして

認定に係る国際的組織 IAF と ILAC では、

毎年 6 月 9 日を世界認定推進の日と定め、この日を記念し、共同でテーマを設定しています。

2022 年のテーマは、 「認定：サステナブルな経済成長と環境をめざして」であり、

認定と適合性評価が地球規模の課題に対し、いかにして国際的な解決策を提供できるか、

という観点で耳目を集めることを目指しています。



The UN Sustainable Development Goals (SDGs) have provided clear objectives for the 
globe to focus on now and in the future.
Two of the core elements of the SDGs are simultaneous economic growth and environmen-
tal performance, linked by a common desire for sustainable delivery of both objectives.

together to achieve positive action. 
Our two accreditation organizations have long worked to support business, government, 
consumers, and other groups in accessing accreditation as a means to deliver enhanced 
economic and environmental performance. There has always been a focus on achieving 
these two things sustainably, but with heightened awareness, not least through COP 26, the 
wide range of solutions that accreditation provides, helps all organisations deliver more.  
Whether through environmental protection performance, helping manage climate change, 
developing the circular economy or providing tools to measure performance, accreditation 
and conformity assessment are constantly reviewing and evolving to ensure that the right 
tools are available to support the SDGs both now and moving forward.
From some of the earliest testing laboratory accreditation activities supporting environmental 

manage and/or report sustainable economic growth and environmental performance.
As Environment, Social and Governance (ESG) criteria has become an increasingly popular 
method for measuring organisational impact and basing sound investment decisions the 

needs and priorities, to deliver the relevant accreditation and conformity assessment solu-
tions.
The phrase, ‘There is no Planet B’ highlights the ever more pressing need for simultaneous 
sustainability in economic growth and the environment.   

www.iaf.nu), 
the International Laboratory Accreditation Cooperation (www.ilac.org) and their members 
to highlight how accreditation is delivering sustainability in economic development and the 
environment. IAF and ILAC provide a range of information to explain accreditation’s role in 
sustainability, economic growth and environment, including further illustrations of its use: 
Economic development – Public Sector Assurance and Environmental Protection – Public 
Sector Assurance

国連の持続可能な開発目標（SDGs）は、地球が現在および将来に焦点を当てるべき明確な
目標を設定しています。SDGs の重要な 2 つの核である、経済成長と環境パフォーマンスを両
立させ、両方の目標を持続可能な形で実現したいという共通の強い思いによって結び付いて
います。
IAF と ILAC の協調は、一見したところ異なるように見える活動を組み合わせて前向きな行動
を実現できることを示しています。IAF と ILAC は、企業、政府、消費者、およびその他のグルー
プが、経済的および環境的パフォーマンスを向上させる手段として認定を利用することを長い
間支援してきました。常にこれら 2 つのパフォーマンスの向上を継続して達成することに焦点
を当ててきました。今では特に COP26 を通じて意識が高まり、認定が提供する広範囲の解決
法が全ての組織がより多くの成果を出すことを支えています。
環境保護のパフォーマンス、気候変動の管理支援、循環型経済の開発、パフォーマンスを量る
ためのツール提供だけにかかわらず、認定と適合性評価は、絶えず見直され進化して、現在お
よび将来にわたって SDGs を支援するための適切なツールが利用できることを確実にしてい
ます。
環境規制をサポートする初期の試験所認定活動の一部から、ISO 14001 の認証機関の最近
の認定、環境パフォーマンスに焦点を当てたセクター固有の基準、および妥当性確認と検証
のための基準の導入まで、IAF と ILAC は、多くの組織が持続可能な経済成長と環境パフォー
マンスを測定・管理し、及び / または報告するのを支援しています。
ESG（環境・社会・ガバナンス）の基準が組織の影響を測定し、健全な投資決定の基礎とな
るためのますます一般的な方法になってきました。認定団体は関連する認定と適合性評価ソ
リューションを提供するために、さまざまなニーズと優先順位を持つ多くの組織と引き続き関
わっていきます。
スローガン「There is no planet B（地球に替わる惑星はない）」は、経済成長と環境が両立す
る持続可能性がこれまで以上に差し迫っている必要性を浮き彫りにしています。
国際認定フォーラム（www.iaf.nu）国際試験所認定協力機構（www.ilac.org）およびこれらの
会員は「世界認定推進の日 2022」を通じて、認定がサステナブルな経済成長と環境をいかに
して生み出しているのかを示すことができます。IAF と ILAC は、持続可能性、経済成長、およ
び環境における認定の役割を説明するための多種多様な情報を提供します。

■　Economic development ‒ Public Sector Assurance
■　Environmental Protection ‒ Public Sector Assurance

国連の持続可能な開発目標（SDGs）は、世界が現在そして未来を見据え、焦点を当てるべき
明確な目標を設定しています。SDGs の最も重要な２つの要素である経済成長と環境パフォー
マンス ( のバランスを取りながら )、この２つの目標を持続可能な形で、同時に実現したいとい
う共通の強い思いによって結び付いています。
IAF と ILAC による協力関係は、一見異なっているように思える焦点が合わさり、積極的な活
動が成し遂げられることを示しています。
2 つの認定に係る国際的組織、IAF と ILAC では、企業、政府、消費者、その他のグループが、
より充実した経済および環境パフォーマンスの提供手段として認定を利活用できるよう長年
にわたり支援してきました。この 2 つの目標が持続的に達成されるよう絶えず焦点が当てられ
てきました。しかし、特に COP26 を通じて ( 気候変動への ) 意識の高まりにより、認定が提供
する広範の解決策は、全ての組織にとってより多くの成果を上げるのに役立っています。
環境保護の成果、気候変動のリスク管理支援、循環型経済の発展、実績パフォーマンス評価）
のための手段提供などを通して、認定と適合性評価は、今後も SDGs を支援する最適なツー
ルが利用できることを保証するために、絶えず見直し、進化しています。
環境規制をサポートしていた一部の初期の試験所認定活動から、近年行っている、ISO 14001
の認証機関の認定、環境パフォーマンスに焦点を当てたセクター固有の基準、および妥当性
確認と検証のための基準の導入まで、IAF と ILAC は、組織が持続可能な経済成長と環境パ
フォーマンスの測定、管理あるいは報告を行うために役立つよう、努めています。
環境、社会、ガバナンス（ESG）基準は、組織への影響を測定し、適切な投資決定の基礎となる
ため、一般的な使用がますます高まっており、認定団体は、関連する認定および適合性評価ソ
リューションを提供するために、さまざまなニーズと優先順位を持つ多くの組織と引き続き関
わっていきます。「地球に替わる惑星はない、地球はかけがえのない星だ」というフレーズは、
経済成長と環境のサステナブルな両立に向け、これまで以上に差し迫った必要性を浮き彫り
にしているのです。
世界認定推進の日 2022 の存在が、国際認定フォーラム（IAF）（www.iaf.nu）、国際試験所認
定協力機構（ILAC）（www.ilac.org）およびその会員が、持続可能な経済発展と持続可能な環
境 ( 保全 ) を、認定がどのように提供しているのかを強く訴えることができるのです。
IAF と ILAC は、サステナブルな経済成長と環境 ( 保全 ) において、認定が担う役割を明確化
するために、認定利用の実例を始めとした広範な情報を提供します。

■ Economic development ‒ Public Sector Assurance
■ Environmental Protection ‒ Public Sector Assurance

https://publicsectorassurance.org/sector/environmental-protection/
https://publicsectorassurance.org/sector/economic-development/

